
至 稲武

至新城

至 東栄

至 足助

至 津具

国
道
257号

国道473号

国
道
25
7号

県
道

33号
（

設
楽

瀬
戸

線
）

県道10号
設楽根羽線

田口

川向

小松

和市
松戸

大名倉

文文

●

設楽中学校 田口小学校

設楽町役場

北設楽郡設楽町

0 5km

設楽大橋

★
下延坂遺跡

大崎遺跡

ご参加の方々には、ご名前と連絡先のご記入をお願いします（感染予防対策以外には使用しません）。

下延坂遺跡 地元説明会 会場のご案内

上ヲロウ・下ヲロウ遺跡

N

下延坂遺跡

県道10号

境川バス停
駐車場

設楽根羽線

設楽大橋

国道257号

県道432号
小松田ロ線

境川

八橋

★

※開催の詳細・お問い合わせは、愛知県埋蔵文化財センター調査課（電話 0567-67-4163）、永井携帯（080-1571-4985）まで。

10月29日（土）午前11時～12時、遺跡現地で遺跡の説明と遺物の展示を行います。
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下し
も

延の
べ

坂さ
か

遺
跡
の
地
元
説
明
会
開
催
し
ま
す

　

今
年
の
夏
は
天
候
不
順
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
猛
暑
日
が
続
い
た
か
と
思

う
と
、
急
な
大
雨
が
降
り
、
列
島
各
地
で
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
ニ
ュ
ー

ス
を
目
に
し
ま
し
た
。
設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
で
は
、
幸
い
に
も
天
候

不
順
に
よ
る
被
害
も
な
く
九
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
説
明
会
や
成
果
報
告
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
大
崎
遺
跡
の
地
元
説
明
会
を
八
月
二
〇
日
（
土
）、

現
在
開
催
中
（
八
月
三
十
一
日
（
水
）
か
ら
九
月
二
六
日
（
月
）
ま
で
）
の

秋
の
埋
蔵
文
化
財
展
を
と
お
し
て
皆
様
に
発
掘
調
査
の
成
果
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
は
Ｗ
ｅ
ｂ
説
明
会
を
公
開
中
で

す
。
詳
し
く
は
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
（https://youtu.

be/5kQ
ynrnw

W
M
c

）。

　
さ
て
現
在
の
発
掘
調
査
の
状
況
は
、
大
崎
遺
跡
は
大
詰
め
を
迎
え
、
下
延

坂
遺
跡
は
夏
か
ら
本
格
的
に
発
掘
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
下
延
坂
遺
跡
は

冬
に
か
け
て
発
掘
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
調
査
中
の
成
果
を
公
開
し

ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
一
〇
月
二
九
日
の
土
曜
日
に
、
下
延
坂
遺
跡
の
地
元
説

明
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代

早
期
の
土
器
と
石
器
、
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
竪
穴
建
物
跡
を
は
じ
め

と
す
る
遺
構
と
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
開
催
に
際
し
て
は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
留
意
い
た

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
永
井
宏
幸
）

図１　下延坂遺跡地元説明会案内図

万ま
ん

瀬ぜ

遺
跡
の
室
内
整
理
調
査

　

令
和
元
年
度
か
ら
三
年
間
、
設
楽
町
で
の
発
掘
調
査
を
担
当
し
て
い
た
河
嶋
で
す
。
今
年

度
は
、
万
瀬
遺
跡
の
室
内
整
理
調
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

室
内
整
理
調
査
で
は
初
め
に
、
出
土
遺
物
の
リ
ス
ト
化
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
、
遺
物

の
点
数
、
重
さ
、
時
期
、
産
地
な
ど
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
ど
の
遺
物
を
図
に
し

て
報
告
書
に
掲
載
す
る
の
か
な
ど
を
決
定
し
ま
す
。
今
回
、
対
象
の
遺
物
は
一
七
〇
〇
点
ほ

ど
に
も
な
り
、
報
告
書
に
も
六
〇
〇
点
以
上
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

表
に
遺
物
の
集
計
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。
出
土
遺
物
全
体
の
約
半
分
が
縄
文
土
器
で
、

そ
の
中
の
八
割
ほ
ど
が
縄
文
時
代
後
期
に
属
す
る
も
の
で
し
た
。

　

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
陶
器
は
多
く
、
出
土
遺
物
全
体
の
約
四
分
の
一
が

こ
の
時
期
の
陶
器
で
し
た
。
そ
の
中
を
産
地
別
に
分
け
る
と
、
や
は
り
近
場
の
瀬
戸
・
美
濃

産
が
多
い
よ
う
で
す
。
一
方
で
、
常
滑
や
静
岡
の
志し

戸と

呂ろ

産
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
京
き
ょ
う

焼や
き

や
唐か
ら

津つ

焼や
き

な
ど
西
日
本
で
生
産
さ
れ
た
も
の
や
、
そ
れ
に
似
せ
て
造
ら
れ
た
瀬
戸
美
濃
産

の
製
品
も
少
数
で
す
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
瀬
戸
・
美
濃
産
の
磁
器
や
伊い

万ま

里り

焼や
き

、

井
戸
を
構
成
す
る
木
製
品
、
鎌
倉
時
代
の
鍛
冶
場
か
ら
出
土
し
た
鉄て
つ

滓さ
い

、
昭
和
期
の
ガ
ラ
ス

製
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
時
期
に
加
え
、
出
土
し
た
場
所
な
ど
の
情
報
を
加
え
て
い

く
と
、
時
期
ご

と
に
ど
の
場
所

を
重
点
的
に
利

用
し
て
い
た
か

な
ど
が
分
か
っ

て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成

果
を
ま
と
め
た

報
告
書
は
来
年

度
末
に
発
刊
さ

れ
る
予
定
で

す
。

（
河
嶋
優
輝
）

図 10　万瀬遺跡出土遺物の内訳

　　　瀬戸美濃産 天目茶碗 (17 世紀 )

　　　志戸呂産か 天目茶碗 (17 世紀 )

　　　瀬戸美濃産 京焼風丸碗 (18 世紀 )

　　　　伊万里焼 染付皿 (18 世紀 )

　　　図 11　万瀬遺跡出土の陶磁器
　　　瀬戸美濃産 磁器丸碗 (19 世紀）

　　　瀬戸美濃産 丸碗 (17 世紀）
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上ヲロウ・下ヲロウ調査区位置図

図９　上ヲロウ・下ヲロウ 22 区遺構位置図
【太字の項目が、本稿での紹介事項】

図６　整地層 5023SX など土層断面【図 9 の①の位置】

図７　整地層 5023SX 内出土陶器
【戦国期〜近世、図 9 の②の位置】

図８　整地層 5023SX 下出土陶器
【中世前半、図 9 の③の位置】

　

上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
調
査
は
、
七
月
一
五
日
に

終
了
し
、
今
年
度
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
設

楽
発
掘
通
信
』
第
七
一
号
で
お
知
ら
せ
し
た
通
り
で
す
。
こ

こ
で
は
、
特
に
、
北
東
側
の
平
坦
面
に
つ
い
て
、
ま
だ
お
知

ら
せ
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
中
心
に
、
付
け
加
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

北
東
側
で
広
く
見
つ
か
っ
た
平
坦
面
に
は
、
戦
国
期
か
ら

近
世
に
か
け
て
造
成
さ
れ
た
整
地
層
（
５
０
２
３
Ｓ
Ｘ
）
の

広
が
り
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
整
地
層
に
は
、
炭
化

物
や
焼
土
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
陶
器
・
土
器
片
が
散
在

し
て
い
ま
し
た
。
図
７
は
完
全
な
形
で
出
土
し
た
小
皿
で
、

内
面
に
は
焼
成
時
の
ト
チ
ン
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
図
９
の
②
）。
集
落
の
生
活
に
伴
う
造
成
で
あ
る
と
は
思
わ

れ
ま
す
が
、
建
物
跡
な
ど
を
検
出
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ

ら
に
後
世
の
近
世
後
半
の
埋
葬
遺
構
（
キ
セ
ル
が
副
葬
さ
れ

た
墓ぼ

坑こ
う

）
が
一
基
見
つ
か
っ
た
の
み
で
し
た
。

　

こ
の
整
地
層
を
掘
削
す
る
と
、
古
い
段
階
の
土
石
流
堆
積

層
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
層
を
掘
り
込
む

上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
に
つ
い
て
　

形
で
縄
文
時
代
後
期
の
貯
蔵
穴
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
堆
積
層
の
形
成
は
縄
文
時
代
中

期
以
前
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。
斜
面
下
方
の
南
東
側
に
向
か
っ
て
、
両
者
の
層
に

挟
ま
る
形
で
、
炭
化
物
を
含
む
砂
層
の
堆
積
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
層
中
か
ら
、
図
８
に
あ

る
よ
う
に
、
山
茶
碗
類
小
皿
が
四
点
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
こ
と
か
ら
（
図
９
の
③
）、
こ

の
層
が
中
世
前
半
の
包
含
層
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
出
土
状
況
か
ら
、
何
か
の
祭

祀
の
跡
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、『
設
楽
発
掘
通
信
』
第
七
一
号
で
ご
紹
介
し
た
道

状
遺
構
の
造
成
時
期
に
対
応
す
る
活
動
の
場
が
実
際
に
見
つ
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
中
世
前
半
の
ヲ
ロ
ウ
集
落
の
跡
の
上
に
重
な
っ
て
、
戦
国
期
〜
近
世
の
集
落
跡
が

形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
当
地
に
お
け
る
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
集
落
立
地
を

考
え
る
上
で
、
貴
重
な
情
報
と
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。（
川
添
和
暁
）

下
延
坂
遺
跡
に
つ
い
て

　

令
和
四
年
度
の
設
楽
ダ
ム
の
発
掘
調
査
で
は
一
昨
年
や
昨
年
に
引
き
続
き
、
下
延

坂
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
の
下
延
坂
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
調
査
区
を
三
箇
所
に
分
け
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
（
図
２
）。
道
路
を
挟
ん
で
西
側
の
２
１
Ａ
区
で
は
縄
文
時
代
晩
期
の
土ど

器き

埋ま
い

設せ
つ

遺
構
が
二
基
検
出
さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）。
ま
た
、
そ
の
下
層
か
ら
は
縄
文
時

代
後
期
の
貯ち
ょ

蔵ぞ
う

穴け
つ

が
一
基
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
を
挟
ん
で
南
東
側
の
２
１
Ｂ

区
で
は
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
石
囲
炉
を
伴
う
竪
穴
建
物
跡
が
二
棟
（
図
４
）、

そ
れ
に
伴
う
集
し
ゅ
う

石せ
き

遺
構
が
二
基
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
北
東
側
の
２
１
Ｃ
区
で
は

縄
文
時
代
中
期
〜
後
期
の
竪
穴
建
物
跡
が
三
棟
、
重
複
し
て
検
出
さ
れ
ま
し
た
（
図

５
）。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
縄
文
時
代
中
期
〜
後
期
の
遺
構
面
よ
り
も
下
層
か
ら
、
縄

文
時
代
早
期
の
繊せ
ん

維い

土
器
や
石
器
が
出
土
し
た
た
め
、
中
・
後
期
の
遺
構
面
よ
り
更

に
下
層
の
二
面
目
の
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
複
数
の
ピ
ッ
ト
状
の
遺

構
と
北
か
ら
南
へ
と
流
れ
る
複
数
の
自
然
流
路
と
多
数
の
石
器
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
調
査
は
昨
年
の
２
１
Ｃ
区
の
西
側
を
２
２
Ａ
区　

、
２
１
Ｂ
区
の
南
側

を
２
２
Ｂ
区
、
２
２
Ｂ
区
の
南
側
を
２
２
Ｃ
区
と
三
区
画
に
わ
け
て
調
査
を
行
な
っ

て
い
き
ま
す
（
図
２
）。
２
２
Ｂ
区
は
昨
年
度
の
調
査
で
既
に
縄
文
時
代
中
期
の
も

の
と
思
わ
れ
る
竪
穴
建
物
跡
の
一
部
が
２
１
Ｂ
区
の
壁
面
で
確
認
さ
れ
て
い
る
た

め
、
確
実
に
竪
穴
建
物
は
一
棟
は
存
在
し
て
お
り
、
他
の
竪
穴
建
物
跡
も
期
待
で
き

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
２
１
Ｃ
区
で
確
認
さ
れ
た
縄
文
時
代
早
期
の
遺
物
を
伴
う
自

然
流
路
の
続
き
が
確
認
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
２
Ｃ
区
は
か
つ
て
行
な
っ
た
試
掘
調
査
で
は
縄
文
時
代
後
期
の
土
器
片
を
伴
う

遺
構
等
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
の
２
１
Ａ
区
で
確
認
さ
れ
た
縄
文
時
代
後
・
晩

期
の
遺
物
や
遺
構
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

発
掘
調
査
の
成
果
は
今
後
の
設
楽
発
掘
に
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。（
渡
邉　

峻
）

図２　下延坂遺跡 全体図

図３ 　21 Ａ区 土器埋設遺構

図４　21 Ｂ区 竪穴建物跡

図５　21 Ｃ区 竪穴建物跡



至 稲武

至新城

至 東栄

至 足助

至 津具

国
道
257号

国道473号

国
道
25
7号

県
道

33号
（

設
楽

瀬
戸

線
）

県道10号
設楽根羽線

田口

川向

小松

和市
松戸

大名倉

文文

●

設楽中学校 田口小学校

設楽町役場

北設楽郡設楽町

0 5km

設楽大橋

★
下延坂遺跡

大崎遺跡

ご参加の方々には、ご名前と連絡先のご記入をお願いします（感染予防対策以外には使用しません）。
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★

※開催の詳細・お問い合わせは、愛知県埋蔵文化財センター調査課（電話 0567-67-4163）、永井携帯（080-1571-4985）まで。

10月29日（土）午前11時～12時、遺跡現地で遺跡の説明と遺物の展示を行います。
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下し
も

延の
べ

坂さ
か

遺
跡
の
地
元
説
明
会
開
催
し
ま
す

　

今
年
の
夏
は
天
候
不
順
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
猛
暑
日
が
続
い
た
か
と
思

う
と
、
急
な
大
雨
が
降
り
、
列
島
各
地
で
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
ニ
ュ
ー

ス
を
目
に
し
ま
し
た
。
設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
で
は
、
幸
い
に
も
天
候

不
順
に
よ
る
被
害
も
な
く
九
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
説
明
会
や
成
果
報
告
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
大
崎
遺
跡
の
地
元
説
明
会
を
八
月
二
〇
日
（
土
）、

現
在
開
催
中
（
八
月
三
十
一
日
（
水
）
か
ら
九
月
二
六
日
（
月
）
ま
で
）
の

秋
の
埋
蔵
文
化
財
展
を
と
お
し
て
皆
様
に
発
掘
調
査
の
成
果
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
は
Ｗ
ｅ
ｂ
説
明
会
を
公
開
中
で

す
。
詳
し
く
は
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
（https://youtu.

be/5kQ
ynrnw

W
M
c

）。

　
さ
て
現
在
の
発
掘
調
査
の
状
況
は
、
大
崎
遺
跡
は
大
詰
め
を
迎
え
、
下
延

坂
遺
跡
は
夏
か
ら
本
格
的
に
発
掘
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
下
延
坂
遺
跡
は

冬
に
か
け
て
発
掘
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
調
査
中
の
成
果
を
公
開
し

ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
一
〇
月
二
九
日
の
土
曜
日
に
、
下
延
坂
遺
跡
の
地
元
説

明
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代

早
期
の
土
器
と
石
器
、
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
竪
穴
建
物
跡
を
は
じ
め

と
す
る
遺
構
と
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
開
催
に
際
し
て
は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
留
意
い
た

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
永
井
宏
幸
）

図１　下延坂遺跡地元説明会案内図

万ま
ん

瀬ぜ

遺
跡
の
室
内
整
理
調
査

　

令
和
元
年
度
か
ら
三
年
間
、
設
楽
町
で
の
発
掘
調
査
を
担
当
し
て
い
た
河
嶋
で
す
。
今
年

度
は
、
万
瀬
遺
跡
の
室
内
整
理
調
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

室
内
整
理
調
査
で
は
初
め
に
、
出
土
遺
物
の
リ
ス
ト
化
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
、
遺
物

の
点
数
、
重
さ
、
時
期
、
産
地
な
ど
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
ど
の
遺
物
を
図
に
し

て
報
告
書
に
掲
載
す
る
の
か
な
ど
を
決
定
し
ま
す
。
今
回
、
対
象
の
遺
物
は
一
七
〇
〇
点
ほ

ど
に
も
な
り
、
報
告
書
に
も
六
〇
〇
点
以
上
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

表
に
遺
物
の
集
計
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。
出
土
遺
物
全
体
の
約
半
分
が
縄
文
土
器
で
、

そ
の
中
の
八
割
ほ
ど
が
縄
文
時
代
後
期
に
属
す
る
も
の
で
し
た
。

　

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
陶
器
は
多
く
、
出
土
遺
物
全
体
の
約
四
分
の
一
が

こ
の
時
期
の
陶
器
で
し
た
。
そ
の
中
を
産
地
別
に
分
け
る
と
、
や
は
り
近
場
の
瀬
戸
・
美
濃

産
が
多
い
よ
う
で
す
。
一
方
で
、
常
滑
や
静
岡
の
志し

戸と

呂ろ

産
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
京
き
ょ
う

焼や
き

や
唐か
ら

津つ

焼や
き

な
ど
西
日
本
で
生
産
さ
れ
た
も
の
や
、
そ
れ
に
似
せ
て
造
ら
れ
た
瀬
戸
美
濃
産

の
製
品
も
少
数
で
す
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
瀬
戸
・
美
濃
産
の
磁
器
や
伊い

万ま

里り

焼や
き

、

井
戸
を
構
成
す
る
木
製
品
、
鎌
倉
時
代
の
鍛
冶
場
か
ら
出
土
し
た
鉄て
つ

滓さ
い

、
昭
和
期
の
ガ
ラ
ス

製
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
時
期
に
加
え
、
出
土
し
た
場
所
な
ど
の
情
報
を
加
え
て
い

く
と
、
時
期
ご

と
に
ど
の
場
所

を
重
点
的
に
利

用
し
て
い
た
か

な
ど
が
分
か
っ

て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成

果
を
ま
と
め
た

報
告
書
は
来
年

度
末
に
発
刊
さ

れ
る
予
定
で

す
。

（
河
嶋
優
輝
）

図 10　万瀬遺跡出土遺物の内訳

　　　瀬戸美濃産 天目茶碗 (17 世紀 )

　　　志戸呂産か 天目茶碗 (17 世紀 )

　　　瀬戸美濃産 京焼風丸碗 (18 世紀 )

　　　　伊万里焼 染付皿 (18 世紀 )

　　　図 11　万瀬遺跡出土の陶磁器
　　　瀬戸美濃産 磁器丸碗 (19 世紀）

　　　瀬戸美濃産 丸碗 (17 世紀）




